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１．剛性防護柵の基本事項
（１）対象構造物（プレキャストコンクリート製の剛性防護柵には、概ね次のようなものがある。）
中分防護柵（単スロープ型：根入れ式）・・・・・P17 参照

中分防護柵（単スロープ型：自重式）・・・・・P18参照

中分防護柵（フロリダ型：高架地覆跨ぎ）

路側防護柵（フロリダ型：自重式）

路側防護柵（フロリダ型：仮設設置を恒久設置に転用）・・・・・P20参照

路側防護柵（フロリダ型：トンネル坑口－自重式）・・・・・P19参照



2

L型防護柵・・・・・P25･26･27参照

壁　高　欄・・・・・P21参照

壁　高　欄　（仮設防護柵を本設壁高欄に転用）・・・・・P22参照

壁　高　欄（暫定設置し、将来撤去・転用する）・・・・・P23参照

仮設防護柵：セーフティガード
（フロリダ型）・・・P29参照

自重式・・・・・P31参照 アンカー固定式・・・・・P32参照

仮設落石防護柵（バリアウォール：車両用防護柵兼用）

仮設防護柵 ： セーフティガード
（単スロープ型：本設転用タイプ）・・・P30参照
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１）現在のコンクリート製剛性防護柵の仕様が決定するまでの経緯
　以前の仕様は「防護柵設置要綱：日本道路協会、昭和47年10月」により定めれれていたが、この中
では設計手法や標準構造が示されておらず、現在のような高い衝撃度に対してどのような設計を行うか
明らかになっていなかった。
　過去の実車衝突実験としては、S43年 ･46年 ･47年・48年・H1年 ･2年に行われていたが、いずれも
車両重量が15ton未満の車両を用いてのものであり、車両の大型化・高速化に対応したものを想定した
ものではなかったために、新たな実証実験が必要となってきた。
　そこで建設省土木研究所・日本道路公団試験研究所・（社）セメント協会が一体となりH5から6年に
かけて延べ9回にわたり実車衝突実験が行われ、車両の逸脱防止性能・乗員の安全性能・車両の誘導
性能・構成部材の飛散防止性能などの検証が行われ安全性が確認された。
　この結果は平成10年6月に｢高速化対応型コンクリート製防護柵に関する共同研究報告書｣により
示された。
　（社）日本道路協会では先の報告書内容などを精査するとともにさらに検討を重ねて、「車両用防護
柵標準仕様・同解説：H16年3月」を定めた。

＜衝突実験実施状況＞

「車両用防護柵標準仕様・同解説：H16年3月」

＜H5からH6に行われた実車衝突実験の概要＞

※図表はいずれも「高速化対応型コンクリート製防護柵に関する共同研究報告書」より引用

（２）要求性能
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２）防護柵の種別

３）種別の適用

４）種別ごとの衝突条件と衝撃度　

５）防護柵の前面形状と柵高

　コンクリート製剛性防護柵の種
別は「車両用防護柵標準仕様・同解
説」により表 -2と定められている
（SCからSSの種別のみとなっている）。
　なお、表中の記号に対応する標準
図は「…同解説」を参照のこと。

　コンクリート製防護柵では上表
－2においてSCよりも下の種別適用
がないために、表－2･5の道路区分
において用いる場合でも、SC以上
の種別を用いることが適当である
と判断される。

　表 -2.1と定められている。
　種別ごとに衝撃度が異なるのは
車両が衝突する際に柵の前面形状
により防護柵が受ける衝撃度が異
なることによる。
　衝突速度は、新幹線との交差・近接
区間をのぞいては概ね当該路線の
制限速度×0.8として設定されている。

　付図-3.1 および 付表-3.1 による。
○単スロープ型は上下線の道路に 
　高低差がある場合に適用する。
○フロリダ型は小型車が衝突した
　場合に有利な形状と考えられて
　おり、原則としてフロリダ型を用い
　ることが望ましい。

※ただし、当社においては車両用仮設防護柵として使用し、施主の指定がある場合にはA種の衝突条件
　（25t －45km／ h－15度）で用いる場合がある。

※NEXCOにおいては、SC種もSB種と同じ高さとする。

表-2.1　防護柵種別と衝突荷重

（車両用防護柵標準仕様・同解説より引用）

（車両用防護柵標準仕様・同解説より引用）

（車両用防護柵標準仕様・同解説より引用）

（車両用防護柵標準仕様・同解説より引用）

（車両用防護柵標準仕様・同解説より引用）
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２．防護柵の設計
「車両用防護柵標準仕様・同解説、㈳法人日本道路協会編」に準拠する。

１）　中分 ･路側の区分と設置延長や設置幅の制限（障害物等制限の有無。建築限界）。
２）　上空や地中障害物などの有無（埋設物や地中部の掘削可能深さなど）。
３）　施工条件の把握（設置する道路は新設か供用中か。施工ヤードはいかほどか）。
４）　近隣・一般車への影響の有無（工事期間中の安全や環境確保は可能か）。
５）　施工環境や施工条件上の使用最適クレーン（ラフタークレーン・ユニック・フォークリフト・横引き工法）。
６）　施工時間帯と PC緊張完了までの作業計画（規制解除までに PC緊張が完了可能か）。

１）　新設路線で用いる場合には中分では根入れ式、路側では自重式が経済的である。
２）　供用中路線では根入れ部の掘削などに費用や危険性が伴うため、自重式が経済的となる。

１）　防護柵種別とタイプの選定
　　 右表を準じて決定する。
　　 原則として直壁型は用いない。

５）　構造諸元の設計
　　 右表に基づいて設計し、
　　 設計計算書を作成する。

２）　防護柵高さの決定
　　  前頁　付表 -3.1　に基づいて防護柵種別（SC、SB、SA、SS）により決定する。

３）　防護柵天端幅の選定
　　  基本的には経済性の高い（断面が小さいので経済的となる）天端幅150㎜のものとし、衝突条件・設置
　　  延長・根入れなどを勘案し天端幅150㎜・200㎜・250㎜・400㎜などから選定する。

４）　ブロック長の決定
　　  ① 施工条件により、ラフタークレーン等の使用が可能な場合には、5mを基本として決定する。
　　  ② 供用中の高速道路を規制しての作業など、ラフタークレーンを用いることができない場合には
　　  　 主に大型トラックのユニックを用いて行うために、最大重量が2.5ｔ以下程度となるような長さを
　　  　 設定する。

（１） 設置箇所の事前情報収集・・・供用中路線の工事においては特に重要

（２） 設置個所特性による選択

（3） 設計の手順
定定

いない。

し、
る。
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１）PC緊張を用いる理由

１） ブロック部材間目地

２） 伸縮目地

３） 目地・緊張とブロックの割付け

２） 緊張力

① PC緊張により各ブロックがより堅固に一体化した状態となり、衝撃力への抵抗性が高まると考えられる。
② 平成6年に行われた実車衝突実験においても、プレキャスト防護柵ではこの方法で安全性が確認された。
③ 「車両用防護柵標準仕様・同解説」において PC緊張する仕様で標準化されている。
④ ただし短期間設置の仮設防護柵の場合は衝突荷重A種で、鋼製プレート連結の構造とする場合がある。

目地は原則として10㎜の幅とし、その空隙に無収縮モルタルを充填する（PC緊張は無収縮モルタル硬化後）。
ブロックには予めシールパッキンを貼っておき、ブロック据付け時に圧縮し無収縮モルタル周囲の型枠
代わりとする。
無収縮モルタル充填から緊張までの時間が短い場合は、硬化時間の早い超速硬性無収縮モルタルを用いる。

ブロックの温度変化による長さの伸縮に対応するために30㎜幅の空隙の伸縮目地を設ける。
車両用防護柵標準仕様・同解説に掲載されている伸縮目地間隔は160mとなっているが、近年当社では
伸縮部への影響を軽減させるために原則として80m（L型の場合は10～20m）間隔を提案し了解を
いただいている。

個々のブロックと目地・伸縮目地と緊張スパンの関係を下の模式図に示す。

導入する緊張力は実車衝突実験に基づき30t とし、伸縮目地部では20t（場合により緊張しない）とする。
実施工現場での緊張管理については６. 品質管理の章で述べる。

（4） PC緊張

（5） 目　地

＜製品図の例　フロリダ型中間定着ブロック＞
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３．各種防護柵の代表的構造と性能
（１）中分防護柵

（２）路側防護柵

下表の寸法･最小設置延長や重量はおおよその目安とする。
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（３）L型路側防護柵

（４）車両用仮設防護柵（セーフティーガード） （５）仮設防護柵（落石防護柵兼用：バリアウォール）
※ズレ止めアンカーを舗装に打込めばSB種対応が可能 ※このままで十分にSB種対応が可能
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４．施工歩掛り
（１）標準歩掛り

下表はプレキャスガードフェンス協会が設定している標準歩掛りであり、原則としてこれに基づく。
（プレキャストガードフェンス協会　ホームページより）
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１）ブロック長補正

２）ブロック重量補正

３）作業時間補正と作業時間帯補正

４）作業環境補正…昼間の作業効率をを1.0とし、夜間工事では原則として0.9に補正する。
５）仮設設置補正…仮設設置 ･撤去する場合は本設と比べ作業効率が向上し、現場に合わせた補正をする。

1個のブロック長は使用できるクレーン
の定格能力や作業条件などにより異な
るために、最適長さを判断し決定する
が、協会の歩掛りのない長さのものの
歩掛りは、原則として右表とする。

協会の長さ別歩掛りを用い標準的
なフロリダ型防護柵 (752㎏ /m) に
おける1日当たりの施工総重量を
算出すると右表のとおりであり、
W=9800+7.5w1の式となる。
単位延長当たりの重量が重い防護柵
では原則としてこの式を用いて施工
能力を補正する。

標準歩掛りでは1日の実作業時間を7時間としているが、作業時間が異なる場合は時間比率で補正する。

（２）標準作業以外への対応（歩掛り補正）…必要に応じて下記の １） から 5) およびその他の補正を行う。



11

５．主要資材および主要機械

６．ブロックの製造及び運搬 ※品質管理については 8.品質管理 の章に記述する。
型枠内への鉄筋設置
（型枠側面は剥落防止ネット）

製品の保管（壁高欄） 製品の運搬（路側防護柵） 製品の運搬（Ｌ型防護柵）

コンクリート打設 蒸気養生
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７．概略の施工方法（写真による解説）
（１）ブロックの据付け
高さ調整プレートと
モルタル敷設状況

ポータブル墜落防止柵を
用いた施工

クレーンでのブロックの
吊降ろし

障害物下でのフォークリフト
を用いた据付け状況

基礎コンクリートに埋め込んだ
レールへの鋼球敷設状況

クレーンによる据付け状況

トラックからの吊上げ トラックを逃がす ブロックを回転させて一旦仮置き ブロックを吊直して据付ける

クレーンを用いての高架
橋側道からのブロック

据付け状況

壁高欄高さ調整プレートと
無収縮モルタルのパッキン型枠

壁高欄外部仕上げ施工に
用いた高所作業車

クレーンを用いての上空制限
域内でのブロック据付け状況

空練りモルタル練り混ぜと敷均し状況

ユニック車を用いてのブロック据付け状況

バックホウを用いての横引き状況

ブロックを仮置き場にストックし2次運搬した事例

＜クレーン作業半径外で横引き工法を用いた施工事例＞

＜落石防護柵（バリアウォール）の設置＞

クレーンを用いてのブロック据付け状況
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（２）ＰＣ緊張

（３）仮設防護柵の連結

（４）目地工

（５）壁高欄アンカー定着工

巻いた状態で搬入された緊張用鋼より線の巻きをほどいて、ブロックのシース孔へ挿入する作業状況

緊張用ジャッキ、油圧ポンプ、
発電機、水色の金具はカーブチェアー

ユニック車と機器を用いての
緊張作業状況

セーフティーガード4点連結タイプ

ブロックにパッキンを
貼付けて搬入

無収縮モルタル練り混ぜ・底面へのグラウト状況 切欠き部への無収縮モルタル充填と仕上がり状況アンカー定着金物設

より線端部定着金物（グリップ）

より線伸びの読み取り部

セーフティーガード3点連結タイプ

ブロック据付け後の目地部 無収縮モルタル練り混ぜおよび充填状況

定着金物取り付け状況 カーブチェアーとジャッキの設置

緊張終了後に余長部分を切断

バリアウォールの連結（表裏）

目地仕上がり状況
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（６）緊張用切欠き部への充填と表面防水

（７）仮設用目隠しネット

（８）その他付属物の例

緊張定着部には無収縮モルタルを充填、天端仕上げ後に防水シールを塗布して仕上げる

チューブライト・反射テープ
非常駐車帯表示 非常用出入り口 端部の擦り付けノーズの事例

フロリダ型：天端幅150（側面取り付けタイプ）

セーフティーガードの滑動防止（ズレ止めアンカー：SB種対応の場合）

デリニェーター

フロリダ型：天端幅250（天端取り付けタイプ）

支柱の取付け部

アンカー式バリアウォール

眩光防止ネット開口部
鋼製防護柵デリニェーター

単スロープ型：天端幅150（側面取り付けタイプ）

ネットの取付け

暴風対応時のネット巻上げ

暴風対応型の
ウエイト

雨水排水用切欠き
（バリアウォールの底面）

防護柵乗越え
ステップと手摺

距離標
規制標識取付け金具

防護柵を後日撤去する場合には、切欠
き部下層に砂を充填し、天端のみ無
収縮モルタルで仕上げることができる
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8．品質管理
（１）ブロックの製造と品質管理

（２）工場検査

（３）無収縮モルタルの品質管理

１）ブロックの製造および管理は品質「プレキャストコンクリート防護柵の製造及び施工における品質
　 管理基準：プレキャストガードフェンス協会（以下、PGF協会）編」に基づいて行う。
２）コンクリートの配合や鉄筋等の使用材料は、予め承認願により発注者の承認を得る。
３）ブロックの主な寸法測定箇所と寸法許容差は下記のとおりとし、納入後にコンクリート強度試験結果
　 などと共に検査記録を提出する。

顧客の要望により必要に応じ工場検査を行うものとし、主な検査項目は次のとおりである。

無収縮モルタルの試験は試験規定とメーカー基準に基づいて行う。
試験項目は次のとおりとし、結果は記録し提出する。

計量用秤と試験用ロート 無収縮モルタルの練り混ぜ テストピースの採取

（PGF協会規定値）
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（４）緊張管理
１）緊張管理は、プレキャストガードフェンス協会の品質管理基準に基づき
　 管理する。
２）設計緊張力は緊張端部の伸びやシース孔曲がり部の摩擦抵抗などを考慮
　 した所定の算出式を用いて、実質緊張力が標準部で30tとなるよう算出する。
３）荷重計のキャリブレーションは搬入前に定着ﾒｰｶｰで行い、現場での使用時
　 に合否判定結果を提出する。
４）緊張は5MPaごとに鋼線の伸びを計測し、その場で計測結果をパソコンに
　 入力し、許容範囲内に入っていることを確認しながら作業を進める。
５）緊張管理結果は記録し、後日提出する（下表参照）。

鋼材伸びの読取り部と、
パソコンを用いた緊張管理状況
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中
分
防
護
柵
(単
ス
ロ
ー
プ
型：
根
入
れ
式
)の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
中
分
の
上
下
線
の
高
さ
が
異
な
る
場
合
等
に
用
い
る

既
設
シ
ー
ル
コ
ン
取
壊
し

ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
完
了

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
撤
去・
掘
削

ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況

PC
緊
張
状
況

完
成（
高
い
車
線
側
）

目
地（
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
）グ
ラ
ウ
ト

緊
張
用
切
欠
き
部
充
填・
防
水

完
成（
低
い
車
線
側
）

９
． 
施
工
事
例
写
真
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中
分
防
護
柵
(単
ス
ロ
ー
プ
型：
自
重
式
)の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
①
地
中
に
埋
め
込
ま
ず
に
設
置
で
き
る

　
　
　
　
　
 ②
フ
ロ
リ
ダ
型
よ
り
も
設
置
幅
が
少
な
い
　

防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク・
敷
モ
ル
タ
ル
と
高
さ
調
整
材

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況

緊
張
機
械
１
式

PC
緊
張
端
部
定
着
金
物

標
準
部
防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
完
了

ブ
ロ
ッ
ク
間
の
目
地（
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填
）

ユ
ニ
ッ
ク
を
用
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
け
状
況

PC
緊
張
状
況（
手
前
作
業
員
と
奥
の
作
業
員
間
を
緊
張
）

定
着
金
物
の
設
置
状
況

緊
急
開
口
部
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
完
了
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路
側
防
護
柵（
ト
ン
ネ
ル
坑
口：
自
重
式
）の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
①
坑
口
外
の
埋
設
物
が
多
い
箇
所
で
、掘
削
せ
ず
に
設
置
が
可
能

　
　
　
　
　
 ②
暫
定
連
結
に
よ
り
、夜
間
は
交
通
規
制
解
除
可
能

　
　
　
　
　
 ③
設
置
延
長
に
制
限
が
あ
る
場
合
で
も
形
状
の
工
夫
で
Ｓ
Ｂ
種
に
対
応
可
能

既
設
防
護
柵
の
撤
去
状
況

防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
け
状
況

暫
定
設
置
で
の
交
通
規
制
解
除

夜
間
の
規
制
解
除
の
た
め
の

暫
定
連
結
部
プ
レ
ー
ト
取
付
け

障
害
物
切
欠
き
部

（
障
害
物
の
多
い
箇
所
背
面
で
は
下
段
ス
ロ
ー
プ
無
し
の
形
状
）

着
工
前

設
置
延
長
が
限
ら
れ
る
場
合
の
設
置
全
景

補
助
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
付
け
状
況（
設
置
延
長
が
限
ら
れ
る
場
合
）

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
硬
化
後
の
Ｐ
Ｃ
緊
張
状
況（
翌
日
）

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
の
充
填
状
況

極
端
な
短
延
長
箇
所
で
の
設
置
全
景

障
害
物
の
無
い
箇
所
で
の
設
置
全
景
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路
側
防
護
柵
(仮
設
設
置
→
恒
久
設
置
)の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
①
路
肩
防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク
を
工
事
中
の
仮
設
防
護
柵
と
し
て
活
用

　
　
　
　
　
 ②
既
設
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
の
支
柱
を
地
中
存
知
し
ズ
レ
止
め
に
活
用

仮
設
防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
状
況（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ド
）

仮
設
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
結
状
況

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
掘
削
状
況

既
設
防
護
柵
支
柱（
途
中
切
断
）を
巻
き
込
む

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

既
設
防
護
柵（
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
）

完
　
成
　
全
　
景

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ド
設
置
完
了

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
さ
調
整
プ
レ
ー
ト
敷
モ
ル
タ
ル

シ
ー
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
切
断
状
況

仮
設
ブ
ロ
ッ
ク
の
本
設
転
用
状
況
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壁
高
欄（
標
準
タ
イ
プ
）の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
現
場
打
ち
壁
高
欄
の
工
期
短
縮

ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況

ア
ン
カ
ー
定
着
部

目
地
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填
状
況

床
版
へ
の
ア
ン
カ
ー
埋
込
み
と

高
さ
調
整
材・
パ
ッ
キ
ン
設
置

施
　
工
　
完
　
了

鋼
よ
り
線
挿
入
状
況

底
盤
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填
状
況

定
着
部
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
充
填
状
況
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壁
高
欄（
仮
設
防
護
柵
を
壁
高
欄
ブ
ロ
ッ
ク
に
転
用
）

コ
ン
セ
プ
ト：
壁
高
欄
ブ
ロ
ッ
ク
を
SB
種
の
仮
設
防
護
柵
と
し
て
事
前
に
活
用

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
完
了（
外
面
）

仮
設
ブ
ロ
ッ
ク（
右
側
）を
壁
高
欄（
左
側
）へ
の
移
設
状
況

仮
設
時
の
SB
種
対
応
ア
ン
カ
ー
撤
去
状
況

高
さ
調
整
プ
レ
ー
ト・
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン

（
床
版
と
の
隙
間
は
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
を
充
填
）

車
両
用
仮
設
防
護
柵
設
置
状
況

道
路
側
の
ア
ン
カ
ー
と
取
付
け
金
物

背
面
側
の
ア
ン
カ
ー
と
取
付
け
金
物

拡
幅
床
版
と
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
前
の
固
定
用
ア
ン
カ
ー

床
版
と
の
ア
ン
カ
ー
接
合
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
完
了

切
欠
き
部
充
填

（
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
パ
ッ
ド
タ
イ
プ
）

防
水
材
塗
布
状
況

（
耐
候
性
シ
ー
ル
材
）
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壁
高
欄（
暫
定
設
置
タ
イ
プ
）の
施
工（
１
／
２
）

コ
ン
セ
プ
ト：
暫
定
の
路
側
に
設
置
し
、拡
幅
時
は
撤
去
し
て
再
利
用
可
能

底
面
モ
ル
タ
ル
敷
設
状
況

高
架
下
か
ら
設
置
箇
所
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
取
込
み
状
況

床
版
へ
の
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
取
付
け
状
況（
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
）

壁
高
欄
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
前
の
床
版

壁
高
欄
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況（
外
側
は
将
来
拡
幅
予
定
）

ア
ン
カ
ー
定
着
部
の
施
工
状
況（
金
具
下
は
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
）
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壁
高
欄（
暫
定
設
置
タ
イ
プ
）の
施
工（
２
／
２
）

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
練
り
混
ぜ
と
目
地
へ
の
充
填
状
況

PC
緊
張
定
着
端
部
の
仕
上
げ
状
況
(耐
候
性
防
水
材
塗
布
)

PC
鋼
よ
り
線
の
挿
入
状
況

油
圧
式
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
ジ
ャ
ッ
キ
を
用
い
て
の
緊
張
状
況

暫
定
設
置
完
了（
壁
高
欄
外
側
は
将
来
拡
幅
予
定
）
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Ｌ
型
防
護
柵
の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
①
現
場
打
ち
防
護
柵
の
工
期
短
縮

　
　
　
　
  　
②
ポ
ー
タ
ブ
ル
手
摺
を
用
い
て
外
部
足
場
を
組
ま
ず
に
墜
落
防
止
　

親
綱・
安
全
帯
を
用
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況

上
　：
PC
鋼
材
配
置
孔

下
　：
通
信
管
路
等
配
置
孔

周
囲：
目
地
用
パ
ッ
キ
ン

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
墜
落
防
止
柵

干
渉
ゴ
ム
の
設
置
状
況

Ｌ
型
防
護
柵
ブ
ロ
ッ
ク

施
工
状
況
全
景

墜
落
防
止
柵
撤
去
状
況

空
練
モ
ル
タ
ル
現
場
混
合

移
動
式
墜
落
防
護
柵
を
用
い
た
施
工
状
況
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Ｌ
型
防
護
柵
の
墜
落
防
止
方
法
あ
れ
こ
れ

各
種
の
墜
落
防
止
事
例
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

手
摺
設
置
後
に
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

手
摺
の
撤
去
状
況

親
綱・
安
全
帯
を
使
用
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況

＜
外
部
足
場
を
用
い
る
方
法
＞

＜
墜
落
防
止
柵
、親
綱・
安
全
帯
を
用
い
る
方
法
＞

＜
移
動
式
手
摺
を
用
い
る
方
法
＞

＜
張
出
し
擁
壁
上
に
手
摺
を
設
置
す
る
方
法
＞

移
動
式
手
摺

特
許
所
得
済

（
一
部
は
親
綱・
安
全
帯
を
使
用
）

移
動
式
手
摺
を
用
い
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
け
状
況
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Ｌ
型
防
護
柵
の
横
引
き
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
ク
レ
ー
ン
作
業
半
径
外
へ
ベ
ア
リ
ン
グ
横
引
き
工
法
で
据
付
け
た
事
例

横
引
き
レ
ー
ル
設
置

ベ
ア
リ
ン
グ
用
鋼
球
敷
設

Ｌ
型
ブ
ロ
ッ
ク
取
込
み

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

設
置
完
了（
外
側
）

埋
戻
し・
路
床
工

完
　
成

小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
用
い
て
の
横
引
き
移
動
状
況

基
礎
型
枠
設
置

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

基
礎
コ
ン・
レ
ー
ル
仕
上
が
り
状
況
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監
査
廊
か
ら
監
視
員
通
路
へ
の
改
築
(イ
ー
ジ
ー
パ
ス
)

コ
ン
セ
プ
ト：
①
危
険
な
監
査
廊
を
安
全
な
監
視
員
通
路
に
改
良

　
　
　
　
　
 ②
天
井
に
設
置
さ
れ
た
施
設
を
通
路
内
部
に
収
納

　
　
　
　
　
 ③
壁
面
タ
イ
ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
一
体
で
製
作
可
能

　
　
　
　
　
 ④
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
に
よ
る
交
通
規
制
期
間
の
短
縮

ト
ン
ネ
ル
内
の
現
況

夜
間
通
行
止
め
時
の
仮
置
き
ブ
ロ
ッ
ク
積
込
み
状
況

高
さ
調
整
ラ
イ
ナ
ー
の
設
置
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
け
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
背
面
の
ズ
レ
止
め
ク
サ
ビ

（
幅
の
調
整
は
袋
詰
め
の
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
）

多
孔
陶
管
と
鋼
製
蓋（
一
般
部
）

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
部
上
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
が
採
用
さ
れ
た

※
多
孔
陶
管・
蓋・
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
関
し
て
は
弊
社
は
担
当
し
て
お
り
ま
せ
ん

坑
口
部
の
樹
脂
蓋
と
転
落
防
止
用
ハ
ン
ド
レ
ー
ル

完
成
全
景

工
場
で
脱
型
さ
れ
た
ば
か
り
の

タ
イ
ル
同
時
打
込
み
の
イ
ー
ジ
ー
パ
ス

現
場
近
く
に
事
前
搬
入
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

ハン
ドホ
ール
部の
ブロ
ック
左奥
の色
付き
ブロ
ック
はス
テッ
プ付
き
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車
両
用
仮
設
防
護
柵
の
施
工
(フ
ロ
リ
ダ
型
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ド
)　コ

ン
セ
プ
ト：
①
地
盤
上
に
置
く
だ
け
で
Ａ
種
の
仮
設
防
護
柵
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
り
舗
装
に

　
　
　
　
　
 　
ア
ン
カ
ー
を
打
込
ん
だ
り
埋
め
込
む
必
要
が
な
い

　
　
　
　
　
 ②
リ
ー
ス
品
対
応
も
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ユ
ニ
ッ
ク
車
で
の
設
置
状
況

目
隠
し
ネ
ッ
ト
支
柱

ユ
ニ
ッ
ク
車
で
の
設
置
状
況

製
品
長
2.
0m
ブ
ロ
ッ
ク

製
品
長
2.
5m
ブ
ロ
ッ
ク

設
置
完
了（
目
隠
し
高
さ
は
舗
装
か
ら
2.
0m
）

設
置
完
了（
目
隠
し
高
さ
は
舗
装
か
ら
2.
0m
)

＜
天
端
幅
15
0㎜
×
製
品
長
4.
0m
の
仮
設
ブ
ロ
ッ
ク
＞

＜
天
端
幅
25
0㎜
×
製
品
長
2.
0～
2.
5m
の
仮
設
ブ
ロ
ッ
ク
＞

＜
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
結
状
況
＞

＜
ず
れ
止
め
ア
ン
カ
ー（
SB
種
対
応
の
場
合
）＞

※
A種
防
護
柵
と
し
て
設
置
す
る
場
合
は
ず
れ
止
め
ア
ン
カ
ー
は
不
要
で
す
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車
両
用
仮
設
防
護
柵
の
施
工（

単
ス
ロ
ー
プ
型
セ
ー
フ
ティ
ー
ガ
ード
）
コ
ン
セ
プ
ト：
①
車
両
用
仮
設
防
護
柵
と
し
て
使
用
後
に
中
分
防
護
柵
と
し
て
恒
久
設
置

　
　
　
　
　
 ②
一
般
車
両
が
衝
突
し
て
も
、交
通
規
制
し
て
の
取
替
え
の
必
要
な
し

ブ
ロ
ッ
ク
仮
置
き
場
で
の
積
込
み
状
況
と
積
込
中
の
ト
ラ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
け
状
況

設
置
完
了（
既
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
摺
付
け
部
）

現
場
に
設
置
さ
れ
た
単
ス
ロ
ー
プ
型
仮
設
防
護
柵

目
隠
し
ネ
ッ
ト
取
付
け
用
の
単
管
枠
組
み（
舗
装
か
ら
3m
）

舗
装
か
ら
の
高
さ
2m
の
単
管
枠
組
み
と

チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ト
取
付
け
状
況

デ
リ
ニ
ェ
ー
タ
ー
　
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ト

目
隠
し
ネ
ッ
ト

設
置
完
了（
一
般
部
）

設
置
完
了（
非
常
駐
車
帯
部
）
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ト
ラ
ッ
ク
上
で
地
切
り
し

ト
ラ
ッ
ク
を
逃
が
し

回
転
さ
せ
て

一
旦
仮
置
き
す
る

吊
り
直
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
を
据
付
け
る

落
石
防
護
柵（
バ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ル：
自
重
式
）の
施
工

コ
ン
セ
プ
ト：
①
置
い
て
繋
げ
る
だ
け
で
設
置
が
完
了
す
る

　
　
　
　
　
 ②
仮
設
と
し
て
使
用
後
は
目
隠
し
板
な
ど
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
 ③
２
分
割
タ
イ
プ
で
は
大
型
の
ユ
ニ
ッ
ク
車
で
の
設
置
も
可
能
　

ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
の
吊
込
み
状
況

2分
割
タ
イ
プ
で
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ク
施
工
も
可
能

製
品
の
底
面
の

縦
横
断
排
水
用
切
欠
き

ノ
ー
ズ
処
理
の
例（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ド
に
接
続
）

①
３
分
割
組
立
タ
イ
プ
：
現
場
へ
は
工
場
で
組
み
立
て
た

状
態
で
搬
入
し
ま
す

②
類
似
形
状
で
一
体
型
で
の
製
作
も
可
能
で
す

③
車
両
用
防
護
柵
と
し
て
仮
設
使
用
後
に
上
部
1m
は
法
尻

の
防
火
ブ
ロ
ッ
ク
に
下
部
の
2m
は
組
替
え
て
根
入
れ
の

あ
る
目
隠
し
板
と
し
て
路
肩
に
恒
久
設
置
す
る
仕
様
で

製
作
し
た
も
の
で
す

完
成
後
の
切
土
状
況

＜
ブ
ロ
ッ
ク
の
荷
降
し
か
ら
据
付
け
ま
で
＞
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落
石
防
護
柵（
バリ
ア
ウォ
ー
ル：
ア
ン
カ
ー
併
用
式
）の
施
工

ア
ン
カ
ー
は
事
前
に
引
き
抜
き
試
験
等
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
す

コ
ン
セ
プ
ト：
①
ア
ン
カ
ー
本
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
大
き
な
風
荷
重
に
も
対
応
が
可
能

　
　
　
　
　
 ②
ブ
ロ
ッ
ク
を
軽
量
化
で
き
る

ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
け
状
況

道
路
側
の
ア
ン
カ
ー

障
害
物
下
で
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
施
工

路
面
勾
配
調
整
プ
レ
ー
ト

試
験
施
工
時
の
バ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ル

切
土
側
の
ア
ン
カ
ー

非
常
出
入
り
口

完
成
全
景

撤
去
転
用
前
の
仮
置
き（
撤
去
後
は
仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
）




